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会
員
の
皆
様
、
読
者
の
皆
様
、
平
素
よ
り
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
へ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
去
る
6
月
6
日
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
蔓
延
防
止

等
重
点
措
置
の
期
間
中
で
し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
を
実
施 

す
る
こ
と
で
２
年
ぶ
り
に
対
面
で
第
16
回
総
会
を
開
催
す
る 

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
時
に
、
笹
尾
さ
ん
お
別
れ
会
、
中
島

弁
護
士
を
講
師
に
お
迎
え
し
記
念
講
演
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
は
大
き
な
変
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
問
題
は
人
類
に
対
し
脱
炭
素
社
会
・
持
続
可
能
な
社
会
の 

実
現
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
90
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
、
市
場
原
理
主
義
の
台
頭
は
一
握

り
の
富
裕
層
に
富
を
偏
在
さ
せ
、
貧
困
層
の
増
大
と
貧
富
の
格
差
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。 

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
は
私
た
ち
の
生
活
や
働
き
方
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
生
ま
れ
る
矛
盾
や
課
題
を

に
わ
か
に
顕
在
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
労
働
環
境
は
大
き
く
変
化
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
労
働
と
社
会
保
障
の
課
題
解
決
を
軸
に
、
共
生
の
思
想
の
も
と
、
共
助
の
視
点
に 

立
っ
て
「
あ
っ
た
か
社
会
」
の
創
造
を
目
指
す
私
た
ち
の
活
動
は
よ
り
重
要
性
を
増
し
て 

い
ま
す
。
私
た
ち
は
左
記
の
新
体
制
の
も
と
、
15
年
間
の
活
動
実
績
を
踏
ま
え
て
、
事
業
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１
．
２
０
２
１
年
度
の
事
業
環
境

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
よ
り
感
染
力

の
強
い
変
異
種
に
よ
り
未
だ
収
束
の
兆
し
を

見
せ
て
い
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
で
は
毎
日
数

十
万
人
超
の
国
民
が
新
た
に
感
染
し
医
療
崩

壊
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
第
４
波

の
感
染
拡
大
に
対
し
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
そ

の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
京
都
府
に
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
解
除
さ
れ
な
い
限
り
は
、

セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
等
の
行
事
は
自
粛
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
態
様
は

激
変
し
て
い
ま
す
。
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

急
激
に
進
み
、
働
き
方
や
学
び
方
に
も
リ

モ
ー
ト
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
対
面
重
視
の

社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
貧
富
の
格
差
や
Ｉ
Ｔ
格

差
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
な
ど
の
新
た
な
社
会

問
題
を
顕
在
化
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、

社
会
的
な
孤
立
が
深
刻
化
し
て
き
て
お
り
、

省
庁
横
断
で
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
室
が
内

閣
府
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
へ
の
支
援
策
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
、
当
法
人
が
目
的
と
す

る
「
労
働
と
社
会
保
障
に
関
す
る
問
題
の
解

決
を
必
要
と
す
る
人
々
と
と
も
に
、
共
生

の
思
想
の
も
と
、
共
助
の
視
点
に
た
っ
て
、

…
…
解
決
へ
の
糸
口
を
見
出
す
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
、
住
み
や

す
い
社
会
の
創
造
に
寄
与
す
る
」（
定
款
３

条
：
目
的
）
こ
と
は
よ
り
一
層
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
展
望
し
つ
つ
、

感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て
柔
軟
性
を
も
っ
て

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
法
人
は
国
連
が
掲
げ
るSDGS

「Sustainable Developm
ent Goals

」
持
続

可
能
な
17
の
開
発
目
標
に
賛
同
し
ま
す
。
特

に
、
開
発
目
標
４
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」、
５
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
」、８
「
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
」、10
「
人

や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」に
掲
げ
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
具
体
的
な
事
業
計
画

（
１
）　

情
報
発
信
事
業

　

①　

�

会
報
誌
「
季
刊
・
あ
っ
た
か
情
報
」

の
発
行

　
　

 　

季
刊
「
あ
っ
た
か
情
報
」
の
発
行
は

当
法
人
の
活
動
内
容
を
広
く
広
報
す
る

と
同
時
に
会
員
・
支
援
者
と
状
況
を
共

有
す
る
重
要
な
活
動
で
す
。
事
務
局
会

議
に
お
い
て
掲
載
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
21
年
度
も
季
刊
（
８
月
、
10
月
、

１
月
、４
月
）
の
発
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

連
載
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会

員
に
も
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

②　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
充
実

　
　

 　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
は
組

織
の
顔
と
い
え
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
情
報
発

信
の
重
要
な
手
段
と
し
て
捉
え
、
組
織

的
・
継
続
的
に
維
持
管
理
が
で
き
る
体

制
を
整
え
ま
す
。
更
新
が
不
十
分
な
記

事
は
早
急
に
見
直
し
ま
す
。

　

③　

そ
の
他
の
情
報
発
信
事
業

　
　

 　

第
16
回
定
期
総
会
と
併
設
で
「
笹

尾
達
朗
さ
ん
お
別
れ
会
」、
記
念
講
演 

「
日
本
版
『
同
一
労
働
同
一
賃
金
』
の

現
状
と
課
題
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
ス
タ
イ
ル
や

経
済
活
動
の
形
態
が
大
き
く
変
容
す
る

中
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
状
況
に
合

わ
せ
当
法
人
の
目
的
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
検
討
し
ま
す
。

（
２
）　

教
育
事
業

　

①　

労
働
関
連
法
教
育
普
及
事
業

　
　

 　

本
事
業
は
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労

者
学
園
（
以
下
、
ラ
ボ
ー
ル
学
園
）
と

の
委
託
契
約
に
基
づ
き
行
う
も
の
で

す
。
労
働
関
連
法
教
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
高
校
生
、
大
学
生
、
専
門
学
校
生

を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
と
社
会
人
を

対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
２
本
だ

て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当

者
を
設
け
て
運
営
を
進
め
ま
す
。
進
捗

状
況
の
集
計
や
報
告
を
含
め
ラ
ボ
ー
ル

学
園
と
の
窓
口
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
に

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
定
期
的
な

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

　

去
る
６
月
６
日
、
当
法
人
の
第
16
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
正
会
員
31
名
が
出
席
し
、
第
１
号
議
案
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
、
第
２
号 

議
案
２
０
２
０
年
度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
、
第
３
号
議
案
２
０
２
１
年
度
事
業 

計
画
、
第
４
号
議
案
収
支
予
算
、
第
５
号
議
案
役
員
選
任
の
議
案
が
提
案
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
紙
面
の
関
係
上
こ
こ
に
は
事
業
計
画
の
み
を

掲
載
し
ま
す
。

　

第
２
部
は
、
故
常
務
理
事
笹
尾
達
朗
さ
ん
お
別
れ
会
を
61
名
の
方
に
参
列
を
い
た
だ
き

執
り
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
写
真
集
を
ペ
ー
ジ
８
・
９
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
部
は
、
中
島
光
孝
弁
護
士
に
よ
る
記
念
講
演
「
日
本
版
『
同
一
労
働
同
一
賃
金
』

の
現
状
と
課
題
」
を
45
名
の
参
加
の
も
と
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
の
概
要
と
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
、
ペ
ー
ジ
６
・
７
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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「
講
師
陣
会
議
」
を
開
催
し
進
め
ま
す
。

　

①�
―

１　

若
者
を
対
象
に
し
た
労
働
関
連

法
教
育
事
業
―
「
出
前
授
業
」（
学
校

等
に
て
）

　
　

⑴　
「
対
象
」
別
の
重
点
課
題

　
　

 　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
労
働
環
境
が

昨
年
ま
で
と
状
況
が
一
変
し
ま
し

た
。
高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
へ
の

求
人
数
が
減
り
新
規
雇
用
者
数
も
減

る
中
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
改
革
も

合
わ
さ
り
、
副
業
・
兼
業
者
、
個
人

事
業
主
と
し
て
の
働
き
方
が
増
え
る

な
ど
、
労
働
環
境
は
複
雑
化
し
、
労

働
法
で
は
保
護
さ
れ
な
い
働
き
方
、

社
会
保
険
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

か
ら
漏
れ
る
働
き
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
非
正
規
や

外
国
人
労
働
者
の
離
職
、
雇
止
め
な

ど
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
術
を
身
に

付
け
る
た
め
に
も
社
会
保
障
の
基
礎

知
識
が
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
少
子
高
齢
化
の
中
、
医
療
年
金

制
度
改
革
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
民
の
議
論
が
深
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
賃

金
・
労
働
時
間
な
ど
労
働
基
準
法
に

加
え
、「
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
社
会
保
障
の
基
礎
知
識
」
を
提
供

し
ま
す
。

　
　
❶
　�

高
校
生
：
全
日
制
、
定
時
制
、
通

信
制

　
　
　

・ 

上
記
の
他
、
進
路
指
導
で
は
「
労

働
条
件
通
知
書
」「
給
与
明
細
書
」

の
見
方
な
ど
、
税
・
社
会
保
険
料

の
納
付
と
労
使
の
権
利
義
務
に
つ

い
て

　
　
　

・ 

人
権
学
習
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
解
雇
や
社
会
保
険
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
❷
　
大
学
生

　
　
　

・ 

上
記
の
他
、「
就
職
活
動
を
始
め

る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
策
法
」

　
　
　

・ 
少
子
化
の
下
で
年
金
制
度
な
ど
、

今
な
ぜ
「
全
世
代
型
社
会
保
障
制

度
改
革
」
な
の
か
。

　
　
　

・ 

女
性
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
、
働

き
方
と
労
働
関
連
法

　
　
❸
　
専
門
学
校
生

　
　
　

・ 

上
記
の
他
、
就
職
前
に
知
っ
て
お

き
た
い
「
労
働
条
件
通
知
書
」「
給

与
明
細
書
」
の
見
方

　
　
　

・ 

離
職
や
転
職
時
に
知
っ
て
お
き
た

い
「
社
会
保
険
の
基
礎
知
識
」

　
　
❹
　�

そ
の
他
社
会
人
：
不
利
な
家
庭
環

境
に
あ
る
若
者
と
そ
の
支
援
者
な
ど

　
　
　

・ 

年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保

険
、
労
災
・
雇
用
な
ど
労
働
保
険

の
基
礎
知
識

　
　
　

・ 

求
職
者
訓
練
な
ど
就
職
支
援
と
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
な
ど
、
自

立
支
援
の
ネ
ッ
ト
と
は

　
　
　

・ 

生
活
保
護
な
ど
公
的
扶
助
の
ネ
ッ

ト
と
は

　
　

⑵　

講
義
方
法
の
多
様
化
を
検
討

　
　
　

・
ス
ク
ー
ル
形
式

　
　
　
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
　
　

・
寸
劇
形
式

　
　
　
・
紙
芝
居
を
使
っ
た
講
義

　
　
　

・
動
画
を
使
っ
た
講
義

　
　
　

・ 

社
会
保
険
労
務
士
だ
け
で
な
く
会

員
の
参
加
を
検
討
し
ま
す
。

　

①�

―

２　

社
会
人
を
対
象
に
し
た
労
働
関

連
法
教
育
事
業
（
ラ
ボ
ー
ル
学
園
に
て
）

　
　
❶
　�

前
期
　「
全
世
代
型
社
会
保
障
制

度
改
革
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
　

 　

雇
用
の
流
動
化
が
進
む
一
方
で
、

こ
れ
ま
で
正
規
雇
用
を
前
提
に
し
た

社
会
保
険
を
め
ぐ
る
負
担
と
給
付
な

ど
制
度
上
の
見
直
し
が
避
け
て
通
れ

ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け

る「
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
改
革
」

が
何
を
意
味
し
、
課
題
と
し
て
い
る

か
を
考
え
ま
す
。

　
　
❷
　�
後
期
　
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
制

度
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
考�

え
る

　
　
　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
外
国
人
技

能
実
習
生
の
解
雇
や
住
居
の
喪
失
な

ど
、
実
習
生
が
日
本
の
労
働
力
の
確

保
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
や
、

非
正
規
労
働
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

が
雇
用
や
社
会
保
険
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で　

は
救
え
な
い
問
題
が

露
呈
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
今
後
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

①�

―

３　

労
働
関
連
法
教
育
推
進
の
た
め

の
動
画
、
紙
芝
居
を
作
成

　
　

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
寸
劇
や
講
義
形

式
の
出
前
授
業
の
実
施
が
で
き
な
い
場

合
に
備
え
、
紙
芝
居
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
音
声
を
入
れ
た
も
の
）
を
引
き
続

き
作
成
、
ま
た
、
労
働
基
準
法
や
最
低

賃
金
法
、
労
働
契
約
、
社
会
保
険
制
度

な
ど
の
動
画
を
作
成
し
、
労
働
関
連
法

の
周
知
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

②　

そ
の
他
の
教
育
事
業

　
　

 　

２
０
２
０
年
度
か
ら
延
期
さ
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
も
含
め
、
２
０
２
１
年
度
も
当

法
人
の
目
的
に
あ
っ
た
講
師
派
遣
依
頼

に
は
積
極
的
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　
　

 　
「
働
き
方
改
革
」
に
伴
う
各
種
研
修

会
の
開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な

ど
を
、
地
方
自
治
体
や
事
業
主
団
体
、

労
働
組
合
な
ど
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に

し
ま
す
。
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（
３
）　

相
談
事
業

　

①　

京
都
府
の
労
働
相
談
事
業

　
　

 　

２
０
２
１
年
度
も
京
都
府
か
ら
の
委

託
事
業
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
と
月
曜

日
～
金
曜
日
夜
間
の
「
社
会
保
険
労
務

士
に
よ
る
労
働
相
談
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
出
張
労
働
相
談
や
相
談
員

研
修
も
行
い
ま
す
。
当
法
人
の
理
事
に

相
談
事
業
や
研
修
事
業
と
そ
れ
に
係
る

事
務
手
続
き
を
担
っ
て
頂
き
、
京
都
府

と
の
窓
口
、具
体
的
な
担
務
表
の
作
成
、

執
務
実
績
の
集
計
、
契
約
の
更
新
、
事

業
報
告
書
の
作
成
な
ど
に
引
き
続
き
関

わ
っ
て
頂
き
ま
す
。

　

②　

そ
の
他
の
相
談
事
業

　
　

 　

コ
ロ
ナ
禍
、
可
能
な
範
囲
で
相
談
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

当
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
先
は
、
地
方
自

治
体
、
大
学
、
労
働
組
合
、
Ｂ
型
作
業
所
、

就
労
支
援
団
体
、
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
つ
つ
、
子
育
て
機
関
や
病
院
な
ど

と
も
連
携
を
強
化
し
、「
く
ら
し
」
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
力
を
投
入
し
ま
す
。

３
．
組
織
・
財
政
活
動

（
１
）�　

組
織
活
動

　

 　

当
法
人
を
結
成
し
16
年
を
迎
え
ま
す
。

結
成
当
初
か
ら
軸
と
な
っ
て
活
動
を
主
導

し
た
笹
尾
常
務
理
事
を
病
気
で
失
い
ま
し

た
。
当
法
人
に
と
っ
て
は
痛
恨
の
極
み
で

す
。
彼
の
功
績
も
あ
っ
て
、
会
員
は
概
ね

２
８
０
名
を
維
持
し
て
い
ま
す
。　

　

①　

事
務
局
体
制
の
強
化

　
　

 　
「
労
働
相
談
事
業
」、「
労
働
関
連
法

教
育
事
業
」
の
二
つ
の
委
託
事
業
に
つ

い
て
は
当
法
人
理
事
の
主
導
で
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

20
年
度
に
業
務
全
般
の
洗
い
出
し
を
行

い
ま
し
た
。
定
型
業
務
に
つ
い
て
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
効
率
的
な
事
務
作

業
に
努
め
ま
す
。

　

②　
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分
担
の
明
確
化

　
　

 　

21
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に
当
た
り

ま
す
。
新
た
な
理
事
会
体
制
を
作
る
と

同
時
に
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分
担
を

明
確
に
し
て
、
事
業
ご
と
に
複
数
の
理

事
か
事
務
局
を
構
成
し
て
運
営
を
図
り

ま
す
。
事
務
局
主
導
の
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

（
２
）　

財
政
活
動

　

当
法
人
の
活
動
は
、
会
費
収
入
、
寄
附
金

収
入
、
事
業
収
入
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状
の
事
業
内
容
、
形
態
を
考
え
る
と
外
部

か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
寄
付
金
収
入
は
見
込
め

ま
せ
ん
。
安
定
的
な
収
益
を
伴
う
、
魅
力
あ

る
事
業
の
創
出
は
今
後
の
重
要
課
題
で
す
。

 

以
上

第１回	 9	月	10	日（金）18：30～20：30	 講師：椎名　みゆき（社会保険労務士）

エッセンシャルワーカー等の過重労働、メンタル不調など、顕在化する危険とセーフティーネット
　コロナ禍で注目されている「エッセンシャルワーカー」ですが、社会に欠かせないと「称えられ」「感謝され」ている一方で、低賃金 
・⾧時間労働の状態に置かれている事実を見過ごしてはなりません。同時に、⾧期化するコロナ禍にあって、雇用・労働環境は大きく
変容しており、ストレスや健康不安に悩まされ、メンタルに不調をきたす人が増えている実態もあります。このような中で活用できる
セーフティーネットについて考えます。

第	2	回			9	月	17	日（金）18：30～20：30	 講師：喜多　和美（司法書士・社会保険労務士）

長期化する失業、女性や若者の失業など、不安定な雇用状況とセーフティーネット
　2020 年 2 月から失業者の数が増え続けています。新型コロナウイルス感染拡大は、雇用にどのような影響を与えているのでしょうか。
また、増大する失業者に対して、現在のセーフティーネットは、有効に機能しているのでしょうか。現在の雇用および失業の状況を、性別・
年齢別・雇用形態別・産業別に検証して問題を明らかにし、不安定な雇用状況にある人に必要なセーフティーネットについて考えます。

第	3	回			9	月	24	日（金）18：30～20：30	 講師：臼田　一彦（社会保険労務士）

テレワーク、ギグワーク、兼業・副業など、多様化する就業形態とセーフティーネット
　「働き方改革実行計画」のテーマの１つとして、テレワークの普及、兼業・副業の促進が「柔軟な働き方」として示され、その実現
に向けた取組が進められてきました。新型コロナウイルス感染拡大の影響により、図らずも、このような働き方が常態として定着しつつ
あります。また、ギグワークも増加しています。働き方の多様化に伴う課題とそれに対応したセーフティーネットについて考えます。

●2021年度 秋季労働関連法セミナー●

　新型コロナウイルスの�2020�年３月からの感染拡大は、社会・経済活動や企業経営のみならず、私たちの生活や仕事にも深刻な影
響を及ぼしています。当セミナーでは、雇用、失業、就労の３つの面から働き方への影響について、①現状を分析・整理して問題を明ら
かにし、②問題を解決するために用意されているセーフティーネットについて検証して、③既存の手段ではフォローしきれない問題を�
解決するための方法を提案します。全体をとおして、働く人にとってディーセントワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を実現�
するために必要なセーフティーネットについて考えます。

【参加無料・事前申込要・Zoom聴講も可能】会場：ラボール学園　お問い合わせ：当法人

新型コロナウイルス感染症拡大の働き方への影響とセーフティネット
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Ｍ
へ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
面
会
も
ま
ま
な
ら

ず
、
ベ
ッ
ド
で
一
人
、
君
は
何
を
思
う
だ
ろ

う
。窓
か
ら
の
景
色
も
そ
う
は
変
わ
る
ま
い
。

オ
ー
ケ
イ
、
今
回
は
山
の
話
を
し
よ
う
。

　

30
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
頃
だ
っ
た

か
、
オ
レ
た
ち
は
よ
く
山
に
登
っ
た
。
槍
や

穂
高
、
白
馬
な
ど
３
０
０
０
㍍
級
の
山
に
オ

レ
を
招
き
入
れ
た
の
は
君
だ
っ
た
。

　

最
初
に
登
っ
た
八
ヶ
岳
を
覚
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
。本
格
的
な
山
登
り
は
初
め
て
で
、

先
輩
か
ら
キ
ス
リ
ン
グ
を
借
り
、
靴
や
雨
具

を
揃
え
る
の
も
君
に
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

め
ざ
す
は
主
峰
・
赤
岳
（
２
８
９
９
㍍
）。

茅
野
か
ら
美
濃
戸
口
へ
。
時
折
霧
雨
が
混
じ

る
曇
空
を
見
上
げ
な
が
ら
山
行
は
始
ま
っ

た
。
静
か
な
林
間
、
沢
の
音
を
聞
き
な
が
ら

緩
や
か
な
登
山
道
を
行
く
。
赤
岳
鉱
泉
か
ら

行
者
小
屋
ま
で
は
順
調
だ
っ
た
。
問
題
は
、

そ
の
後
に
起
こ
っ
た
。

　
　

大
い
な
る
過
ち

　

小
屋
を
出
て
す
ぐ
、
ガ
ス
が
出
始
め
た
。

連
載

当
世
シ
ニ
ア
気
質

Ｍ
と
い
つ
ま
で
も　
（
６
）

　

山
の
思
い
出

 

柏　

倉　
　

裕

視
界
は
ほ
ぼ
数
メ
ー
ト
ル
で
周
囲
は
見
え
な

い
。足
元
を
見
な
が
ら
進
む
。あ
と
で
分
か
っ

た
こ
と
だ
が
、
そ
の
時
赤
岳
ル
ー
ト
の
分
岐

を
見
失
っ
て
い
た
の
だ
。
道
は
に
わ
か
に
急

斜
面
と
な
り
、
藪
の
中
を
這
う
よ
う
に
登
っ

た
。
何
も
知
ら
ず
、
こ
ん
な
も
ん
か
と
オ
レ

は
必
死
で
藪
こ
き
を
続
け
た
。
体
の
外
と
中

か
ら
濡
れ
、
疲
労
は
蓄
積
し
た
。
Ｍ
も
、
何

も
言
わ
な
い
。

　

そ
し
て
2
時
間
あ
ま
り
の
格
闘
を
経
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
頂
に
立
っ
た
。
が
、
様
子

が
変
で
あ
る
。山
頂
に
は
人
っ
子
一
人
な
く
、

近
く
に
あ
る
は
ず
の
山
小
屋
も
な
い
。
た
っ

た
一
つ
、
標
柱
に
「
阿
弥
陀
岳
二
八
〇
五

米
」
と
あ
っ
た
。
違
う
山
に
登
っ
て
し
ま
っ

た
じ
ゃ
な
い
か
。

　

深
い
ガ
ス
で
頂
上
か
ら
は
何
も
見
え
ず
、

茫
然
と
し
て
二
人
と
も
言
葉
が
出
な
い
。
平

静
を
保
っ
て
は
い
た
が
、
Ｍ
も
動
揺
を
隠
せ

な
い
。
よ
う
や
く
、
ひ
と
言
。

　
「
下
り
て
、
ま
た
登
る
し
か
な
い
か
」

　

口
に
は
出
さ
ず
、
オ
レ
は
胸
の
中
で
つ
ぶ

や
い
た
。

　
「
勘
弁
し
て
く
れ
よ
」

　

登
頂
の
余
韻
も
何
も
な
く
、
オ
レ
た
ち
は

少
し
休
ん
で
下
山
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
こ
と

は
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
。
分
岐
ま
で
戻

り
、
再
び
本
物
の
赤
岳
を
め
ざ
し
て
急
坂
を

登
り
始
め
た
。
霧
雨
で
眼
鏡
は
曇
り
、
キ
ス

リ
ン
グ
は
濡
れ
る
ほ
ど
に
重
く
な
っ
た
。
針

葉
樹
の
森
を
抜
け
、
鎖
場
、
岩
登
り
に
何
度

も
へ
た
り
込
ん
だ
。

　

赤
岳
頂
上
小
屋
に
た
ど
り
着
い
た
時
の
オ

レ
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
Ｍ
が
撮
っ
た
も

の
だ
。
う
つ
ろ
な
目
を
し
て
甘
酒
を
す
す
ろ

う
と
し
て
い
る
。
あ
の
晩
、
Ｍ
と
ど
ん
な
話

を
し
た
か
、
記
憶
が
な
い
。

　
　

山
へ
の
意
欲

　

初
め
て
高
い
山
に
挑
み
、
天
候
に
恵
ま
れ

ず
景
色
も
見
え
ず
、
道
を
誤
り
違
う
山
に
も

登
っ
て
し
ま
っ
た
。
め
ざ
し
た
赤
岳
の
印
象

は
何
も
な
か
っ
た
。

　

疲
れ
過
ぎ
た
の
か
、
帰
宅
後
数
日
は
瞼
、

手
足
が
む
く
み
、
向
こ
う
脛
を
押
す
と
指
の

跡
だ
け
へ
こ
ん
だ
。
し
か
し
山
の
誘
い
と
い

う
の
だ
ろ
う
か
。
振
り
返
る
と
、
下
山
の
途

中
か
ら
「
ま
た
来
て
や
る
ぞ
」
の
強
い
思
い

が
湧
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
夏
に
な
る
と
山
に
行
っ
た
。

ザ
ッ
ク
や
テ
ン
ト
、
ア
イ
ゼ
ン
も
揃
え
、
穂
高

と
槍
に
君
と
登
っ
た
。
夜
行
列
車
で
ろ
く
に

眠
れ
ず
松
本
へ
。
新
島
々
か
ら
上
高
地
に
着

い
て
登
山
靴
を
履
く
と
、
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
は
北
岳
、
仙
丈
、
近
く
は
大

菩
薩
、塔
ノ
岳
、奥
秩
父
・
両
神
山
ま
で
登
っ

た
。
山
の
経
験
は
ま
だ
ま
だ
だ
っ
た
が
、
足

腰
は
十
分
鍛
え
ら
れ
た
。
思
え
ば
君
の
お
か

げ
か
。

　

Ｍ
へ
。「
魔
女
の
ひ
と
突
き
」
と
や
ら
の

ぎ
っ
く
り
腰
の
後
遺
症
も
あ
っ
て
、
オ
レ
も

も
う
穂
高
に
は
登
れ
な
い
。
だ
が
秋
も
深
ま

れ
ば
、
松
本
か
ら
は
初
雪
を
冠
っ
た
北
ア
ル

プ
ス
の
峰
々
が
望
め
る
だ
ろ
う
。
い
つ
か
山

を
見
な
が
ら
、
あ
の
赤
岳
山
行
の
話
を
し
よ

う
。
君
が
ワ
イ
ン
で
も
嗜
ん
で
盛
り
上
が
れ

ば
最
高
じ
ゃ
な
い
か
。

　

こ
ん
な
ふ
う
に
書
い
て
き
て
思
い
出
し

た
。
次
は
オ
レ
が
生
ま
れ
た
１
９
５
１
年
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
消
息
を
絶
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の

登
山
家
の
こ
と
を
書
こ
う
。

Mと槍ヶ岳（1980年夏）

結
成
当
初
か
ら
軸
と
な
っ
て
活
動
を
主
導

し
た
笹
尾
常
務
理
事
を
病
気
で
失
い
ま
し

た
。
当
法
人
に
と
っ
て
は
痛
恨
の
極
み
で

す
。
彼
の
功
績
も
あ
っ
て
、
会
員
は
概
ね

２
８
０
名
を
維
持
し
て
い
ま
す
。　

　

①　

事
務
局
体
制
の
強
化

　
　

 　
「
労
働
相
談
事
業
」、「
労
働
関
連
法

教
育
事
業
」
の
二
つ
の
委
託
事
業
に
つ

い
て
は
当
法
人
理
事
の
主
導
で
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

20
年
度
に
業
務
全
般
の
洗
い
出
し
を
行

い
ま
し
た
。
定
型
業
務
に
つ
い
て
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
効
率
的
な
事
務
作

業
に
努
め
ま
す
。

　

②　
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分
担
の
明
確
化

　
　

 　

21
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に
当
た
り

ま
す
。
新
た
な
理
事
会
体
制
を
作
る
と

同
時
に
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分
担
を

明
確
に
し
て
、
事
業
ご
と
に
複
数
の
理

事
か
事
務
局
を
構
成
し
て
運
営
を
図
り

ま
す
。
事
務
局
主
導
の
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

（
２
）　

財
政
活
動

　

当
法
人
の
活
動
は
、
会
費
収
入
、
寄
附
金

収
入
、
事
業
収
入
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状
の
事
業
内
容
、
形
態
を
考
え
る
と
外
部

か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
寄
付
金
収
入
は
見
込
め

ま
せ
ん
。
安
定
的
な
収
益
を
伴
う
、
魅
力
あ

る
事
業
の
創
出
は
今
後
の
重
要
課
題
で
す
。

 

以
上
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１
．�

な
ぜ
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を

め
ざ
す
の
か

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
い
う
我
が
国
が
目
指
す

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
は
、“
常
勤
職
員
と

非
常
勤
職
員
の
不
合
理
な
待
遇
の
禁
止
、
差

別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
に
よ
っ
て
実
現
す
る

賃
金
の
決
定
の
あ
り
方
”
に
つ
い
て
呼
称
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

一
方
で
、「
規
範
（
本
来
あ
る
べ
き
姿
）

か
ら
考
え
た
場
合
の
“
同
一
労
働
同
一
賃

金
”」
と
し
て
、ジ
ョ
ー
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
「
正

義
論
」
の
二
つ
の
正
義
の
原
理
（
①
基
本
的

な
権
利
と
義
務
を
平
等
に
割
り
当
て
る
こ

と
、
②
不
平
等
が
結
果
と
し
て
全
員
の
便
益

（
と
り
わ
け
社
会
で
最
も
不
遇
な
人
々
の
便

益
）
を
補
正
す
る
場
合
に
の
み
、
社
会
的
経

済
的
な
不
平
等
が
正
義
に
か
な
う
）
が
、
重

要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
経
済
活
動
に
お
け

る
社
会
的
協
働
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
相
対
的

利
益
を
ど
の
よ
う
に
分
配
す
れ
ば
正
義
に

叶
っ
た
分
配
と
い
え
る
か
、
に
つ
い
て
は
、

国
際
条
約
等
で
の
「
同
一
価
値
労
働
同
一
賃

金
」
や
欧
米
で
の
労
使
協
定
で
の
取
り
決
め

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
“
日
本
版
”
は
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、「
同

一
能
力
同
一
賃
金
」「
同
一
期
待
同
一
賃
金
」

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

２
．�

日
本
版
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
現
状

　

日
本
に
お
け
る
一
般
的
な
賃
金
体
系
は
あ

る
も
の
の
、
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
職
務
給
型

（
労
働
対
価
賃
金
）
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
旧
労
契
法
20
条
を

め
ぐ
る
7
つ
の
最
高
裁
判
決
の
傾
向
と
し
て

次
の
4
項
目
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
定
年
後
再
雇
用
の
ケ
ー
ス
と
定
年
前
の

ケ
ー
ス
を
分
け
て
い
る
こ
と　

②
「
賞
与
・

退
職
金
」
と
「
手
当
・
福
利
厚
生
」
と
で
は

考
慮
事
情
の
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と　

③
均
衡
待
遇
へ
の
配
慮
な
い
し
割
合
的
認
定

に
冷
淡
の
傾
向
が
あ
る
こ
と　

④
有
期
契
約

労
働
者
に
つ
い
て
は
「
継
続
的
な
勤
務
の
見

込
み
」
を
考
慮
す
る
も
の
と
考
慮
し
な
い
も

の
に
分
け
る
傾
向
に
あ
る
、
こ
と
。（
中
島

先
生
の
著
書
「
Ｑ
＆
Ａ　

労
働
者
視
点
で
め

ざ
す
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
で
丁
寧
に
解
説

さ
れ
て
い
る
。）

　

ま
た
、
名
古
屋
自
動
車
学
校
（
再
雇
用
）

事
件
の
判
決
は
、
原
告
が
定
年
退
職
時
の
賃

金
が
退
職
年
の
平
成
25
年
の
賃
金
セ
ン
サ
ス

を
下
回
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、結
論
と
し
て
、

正
社
員
定
年
退
職
時
の
基
本
給
の
60
％
を
下

回
る
限
度
で
労
契
法
20
条
に
い
う
不
合
理
と

認
め
ら
れ
る
、
と
し
た
。

３
．�

日
本
版
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
課
題

　

今
年
2
月
に
実
施
さ
れ
た
エ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
法
8
・
9
条
」「
派
遣
法
30

条
の
３・
４
」
に
つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て

企
業
の
認
知
度
は
高
い
が
対
応
が
完
了
し
て

い
る
の
は
28
％
、
未
完
了
・
未
着
手
の
企
業

が
52
％
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
判
決
に
お
い

て
諸
手
当
に

つ
い
て
の
判

決
は
前
進
し

た
と
い
え
る

が
、基
本
給
、

賞
与
、
退
職

金
に
つ
い
て

は
不
合
理
を

認
め
た
判
決

は
出
な
い
傾

向
に
あ
る
ゆ
え
、
職
務
評
価
に
基
づ
く
割
合

的
認
定
を
認
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
「
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
を
目
指
し

て
、
労
使
の
話
し
合
い
、
団
体
交
渉
応
諾
義

務
を
梃
子
と
し
た
話
し
合
い
を
行
い
交
渉
を

促
進
す
る
こ
と
、
及
び
労
使
双
方
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
後

で
、
会
場
か
ら
質
問
意
見
を
受
け
、
中
島
先

生
か
ら
は
丁
寧
な
解
説
を
い
た
だ
き
、
大
変

有
意
義
な
2
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
、
新

た
な
法
律
へ
の
対
応
を
し
つ
つ
も
「
規
範

（
本
来
あ
る
べ
き
姿
）」
を
心
に
留
め
て
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
講
演
の
内
容
を

今
後
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
主
催
者
と
し
て
非
常
に
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
第
16
回
総
会
記
念
講
演
に
お
け
る

中
島
光
孝
弁
護
士
の
講
演
の
概
要
報
告
と
感
想

椎
名
　
み
ゆ
き

　
「
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
法
」「
改
正
労
働
者
派
遣
法
」
が
施
行
適
用
さ
れ
た
が
、

こ
の
流
れ
の
根
幹
を
形
作
っ
た
の
が
い
わ
ゆ
る
“
日
本
版
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」” 

で
あ
り
、
最
高
裁
の
判
決
も
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
本
来
の
指
標
を
探
り
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
そ
こ
で
今
回
の
総
会
で
は
、

大
阪
弁
護
士
会
の
中
島
弁
護
士
に
記
念
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
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2021年６月６日　NPO法人あったかサポート第16回総会記念講演　アンケート

「日本版「同一労働同一賃金」の現状と課題」
参加者アンケート結果

（45名中27名の方から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。）

質問１　今回の企画を、どこでお知りになりましたか？（複数回答）
①　機関誌「あったか情報」 …………………………………………………………………（26名）
②　知人の紹介 …………………………………………………………………………………（１名）
③　あったかサポート HP ………………………………………………………………………（２名）  
④　その他 ………………………………………………………………………………………（０名）

　
質問２  どのような動機で本講演会に参加されましたか？（複数回答）

①　講演会のテーマに興味があるから ………………………………………………………（17名）
②　自分の立場や業務の参考になると思ったから …………………………………………（５名）
③　テーマについてもっと深く勉強したいと思ったから …………………………………（９名）
④　中島弁護士の講演だから …………………………………………………………………（７名）
⑤　その他 …………………………………………………………………………（１名）※記述なし

質問３　講演会に参加されてのご感想ご意見をお聞かせ下さい。
①　理解が深まり有益だった …………………………………………………………………（22名）
②　期待していた通りの内容であった ………………………………………………………（３名）
③　お話の内容が難しかった、理解できなかった …………………………………………（２名）
④　期待していた内容と違った ………………………………………………………………（０名）
⑤　その他ご感想ご意見あればご記入願います。
　　・ 法改正の知識より、大変深い内容がお聞きできて良かった。これからも動向を注視して

いけないと改めて思った。
　　・ ジョーン・ロールズの「正義論」の正義の原理を挙げられていた点が興味深かったです。

同一労働同一賃金の機運が高まってきた頃の経済状況とコロナ後の経済状況との違いを
考えると、今後の動向がさらに気になるテーマだと思います。

　　・ 日本版「同一労働同一賃金」というものが法律的に存在すると前提にするから訳がわか
らないような判決するのだろう。ハマキョウレックス事件、⾧澤運輸事件での中島弁護
士の尽力には敬意を表すが、国際条約等での同一価値労働同一賃金で裁判も判決を出さ
ないと、普通の日本人にはわからない。均等待遇と違う均衡待遇を主張しているのは経
営側で、これで法律を通した。おかしい。　

　　・裁判の傾向と問題点が少しわかった。
　　・ 生活保障的要素と欧米の職務給の考え方のバランスをどのようにとるかということが重

要なのかと思われる。
　　・賃金の決定（支払）についての歴史が理解できた。
　　・期待以上の内容でした。
　　・大変参考になりました。　　

質問４　法人（認定 NPO 法人あったかサポート）の活動について、ご自身のお立場を教えてください
①　正会員である ………………………………………………………………………………（22名）
②　賛助会員である ……………………………………………………………………………（４名）
③　以前に会員だったことがある ……………………………………………………………（０名）
④　名前は聞いたことがあるがどのような団体かよく知らない …………………………（０名）
⑤　今後もっと関わっていきたい ……………………………………………………………（０名）
⑥　会員の家族 …………………………………………………………………………………（１名）

質問５　 今後、当法人に期待すること、当法人で企画してほしい内容、当法人の活動等についてのご意見
をご自由にお聞かせ願います。

・出来るだけ支援・協力していきたい。
・ 貴重なお話をありがとうございました。コロナの影響による労働問題について今後知りたい

と思いました。質疑応答も大変勉強になりました。
・ 新しい働き方（テレワーク）が定着するにつれ、個人個人に「働き方の選択」の主導権（主

体性）が生まれてきています。それが自律しているものなら良いのですが、中には、“わが
まま？”“甘え？”と思われても仕方のないものも含まれています。「自律と自由と義務と権利」
社会の実態がわかる企画をお願いしたいところです。
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笹尾達朗さんお別れ会
　2021年６月６日13時から、杉原理事の司会により、「笹尾達朗さんお別れ会」が開催されました。故人を偲ぶ 
61名の方に参列頂きました。山本新理事長の挨拶、黙祷の後、故笹尾さんの青年期から晩年期までの写真を 
スライドにて上映しました。写真が替わる度に、笹尾さんと共に過ごした時間を思い出される方が多かったかと思います。
　次に、参列者を代表して西坂太郎さん、藤原武光さん、岸瞳さん、本田貴信さんが弔辞を読まれ、笹尾さよ子さん
が謝辞を述べられました。それぞれ、笹尾さんに対する思いを代弁して頂きました。
　最後に、半田副理事長が挨拶をした後、参列者の方々に献花して頂き、笹尾さんの思いの詰まった小冊子『笹尾
達朗さんが紡いだあったか言葉たち』をお渡ししました。皆様、笹尾さんとの思い出を呼び起こしながら、会場を後に
されたかと思います。

笹尾達朗さんお別れ会

山本賀則 新理事長

杉原純子 常務理事



あったか情報

9

西坂太郎さん

藤原武光さん

岸瞳さん

本田貴信さん

半田敏照 副理事長

笹尾さよ子さん
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第
1
回
は
、
大
谷
大
学
社
会
学
部
准
教
授

の
中
野
加
奈
子
氏
を
迎
え
て
、『「
貧
困
」
を

ど
う
捉
え
る
か
～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

視
点
か
ら
』と
言
う
テ
ー
マ
で
講
演
頂
い
た
。

　

氏
は
、最
初
に
自
身
の
経
歴
を
紹
介
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
福
祉
が
充
実
し
て
い
る
と
さ

れ
て
い
た
我
が
国
で
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て

い
な
い
人
が
い
た
と
言
う
事
実
を
知
り
、
そ

こ
か
ら
様
々
な
活
動
を
し
て
き
た
と
語
っ

た
。
又
、
自
身
の
所
属
す
る
大
学
で
も
勉
学

に
集
中
出
来
な
い
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い

る
と
言
う
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
一
項
で
テ
ー
マ
で
あ
る
『
貧

困
』
と
言
う
言
葉
に
つ
い
て
、
英
国
の
ル
ー

ス
・
リ
ス
タ
ー
の
概
念
を
元
に
説
明
さ
れ

た
。
貧
困
と
は
、
概
念
の
中
心
に
、
生
存
の

為
に
必
要
な
も
の
が
無
い
と
言
っ
た
「
容
認

で
き
な
い
困
窮
」
と
言
う
「
物
質
的
核
」
が

あ
り
、
そ
の
周
囲
に
「
関
係
的
・
象
徴
的
な

側
面
」
と
言
う
も
の
が
あ
る
と
述
べ
た
。
後

者
に
お
い
て
は
、
社
会
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ

る
「
軽
視
」
か
ら
始
ま
り
、
段
階
的
に
、
社

会
か
ら
除
外
さ
れ
、
最
終
的
に
周
囲
の
反
応

が
怖
く
て
何
も
言
え
な
い
「
無
力
」
化
す
る

と
述
べ
た
。
こ
の
２
点
を
含
め
て
、「
貧
困
」

と
言
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
と
説

明
し
た
。

　

第
二
項
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
創
生

期
の
「
前
」
の
社
会
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

産
業
革
命
の
進
展
に
よ
り
、
人
口
の
流
動
性

が
高
ま
り
、
都
市
人
口
が
増
大
し
た
。
そ
の

結
果
、
資
産
家
は
よ
り
資
産
を
増
や
し
た
一

方
、
労
働
者
は
働
け
な
く
な
っ
た
時
点
で
、

貧
困
に
な
り
、放
置
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

更
に
、
当
時
の
考
え
で
は
、
働
か
な
い
の
は

や
る
気
が
無
い
か
ら
と
さ
れ
、
自
己
責
任
論

が
一
般
的
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
貧
困
者
が

目
立
つ
様
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
第
三
項
で
は
19
世
紀
末
の
英
国

に
お
い
て
「
貧
困
」
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
を

説
明
し
た
。
Ｃ
・
ブ
ー
ス
の
調
査
で
は
、
貧

困
の
原
因
は
自
己
責
任
で
な
く
、
雇
用
問
題

や
環
境
問
題
に
起
因
す
る
と
「
貧
困
の
可
視

化
」
が
も
た
ら
せ
れ
た
。
又
、
地
方
都
市
の

調
査
で
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
と
判
明
し
、

地
方
間
格
差
で
無
く
、
国
と
し
て
対
策
を
し

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
考
え
が
導
き
出
さ

れ
た
と
し
た
。

　

第
四
項
で
は
、『
社
会
福
祉
の
発
展
』
と

題
し
て
、主
に
英
国
で
の
流
れ
を
説
明
し
た
。

法
律
に
よ
る
対
策
だ
け
で
無
く
、
階
級
を
乗

り
越
え
た
社
会
改
良
運
動「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」

や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
嚆
矢
と
さ
れ
る

個
別
支
援
も
始
ま
っ
た
時
代
と
語
っ
た
。
そ

の
上
で
、
貧
困
と
労
働
は
切
り
離
せ
な
い
と

言
う
考
え
に
至
っ
た
と
さ
れ
、
米
国
に
も
伝

播
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
発
展
し
て
い
っ

た
と
し
た
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
に
関
し
て

は
、
日
本
で
も
関
東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲

で
も
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
紹
介

さ
れ
た
。

　

第
五
項
で
は
、『
明
治
期
の
日
本
』
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
、
人

の
流
動
が
始
ま
り
、
賃
労
働
者
が
生
ま
れ
る

過
程
で
、
貧
困
問
題
も
発
生
し
た
と
し
た
。

そ
の
中
で
、
渋
沢
栄
一
を
初
め
と
し
た
人
々

が
事
前
救
済
運
動
を
活
発
化
し
た
が
、
そ
の

動
き
は
政
府
の
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
の
方

針
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
た
と
述
べ
た
。

　

第
六
項
で
は
、『
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
貧

困
」
の
歴
史
』
と
題
し
て
、
今
日
に
つ
な
が

る
流
れ
を
解
説
し
た
。
戦
後
、
一
億
総
貧
困

状
態
の
中
、『
生
活
保
護
法
』、『
児
童
福
祉

法
』、『
身
体
障
害
福
祉
法
』
等
が
制
定
さ
れ
、

不
完
全
な
が
ら
も
救
済
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
１
９
５
０
年
代
の
戦
後
復

興
に
お
い
て
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と

書
か
れ
た
一
方
で
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

に
取
り
残
さ
れ
て
人
々
は
置
い
て
け
ぼ
り
と

な
っ
た
と
説
明
し
た
。

　

続
く
１
９
７
０
年
代
の
石
油
危
機
や
産
業

の
空
洞
化
、
産
業
構
造
の
更
な
る
変
化
で
、
低

学
歴
だ
と
仕
事
が
乏
し
い
時
代
に
。
１
９
８
０

年
代
は
バ
ブ
ル
景
気
の
一
方
で
、
過
労
死
問
題

や
、
無
理
を
し
た
生
活
を
し
た
結
果
、
多
重

債
務
に
陥
る
と
い
う
問
題
が
発
現
し
た
。

　

そ
し
て
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
。
更
に

格
差
が
拡
が
っ
た
。
そ
う
言
っ
た
中
で
成
人

し
た
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
多
く

が
、
正
社
員
に
な
れ
な
い
、
結
婚
出
来
な
い

『w
ith

コ
ロ
ナ
時
代
』
の
社
会
保
障
と
働
き
方

～
地
域
共
生
社
会
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
役
割
～

　

２
０
２
１
年
３
月
、
京
都
勤
労
者
学
園
に
て
三
週
連
続
で
、「『w

ith

コ
ロ
ナ
時
代
』
の

社
会
保
障
と
働
き
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
『
春
季
労
働
関
連
法 

セ
ミ
ナ
ー
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
椹
木
庸
弘
理
事
に
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
回　

３
月
10
日
（
水
）
18
：
30
～
20
：
30

『「
貧
困
」
を
ど
う
捉
え
る
か
～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
』

 

講
師
：
中
野　

加
奈
子
（
大
谷
大
学
・
社
会
福
祉
学
）

椹
木
　
庸
弘

●●
春
季
労
働
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー
報
告

春
季
労
働
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー
報
告
●●
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と
言
っ
た
問
題
を
抱
え
、
結
果
的
に
第
三
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
21
世
紀
に
入
っ
た
が
、
従
業
員
が

酷
使
さ
れ
る
『
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
』、
子
供
が

高
齢
の
家
族
の
面
倒
を
見
る
『
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
』
と
行
っ
た
問
題
が
発
生
し
、
最
近
で

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
契
約
打
ち
切
り
等

の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

第
七
項
の
『
社
会
福
祉
の
中
の
「
女
性
」』

で
は
、
出
産
や
育
児
と
言
っ
た
こ
と
が
原
因

で
、
女
性
が
あ
る
が
故
の
貧
困
問
題
は
続
い

て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
法
令
を
紹
介
し
た
上
で
、
21
世
紀
に

入
り
、
男
女
間
の
格
差
是
正
に
焦
点
が
あ
て

ら
れ
る
様
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。

　

第
八
項『
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
女
性
た
ち
』

で
は
、
緊
急
一
時
宿
泊
事
業
に
関
し
て
、
女

性
は
利
用
者
の
約
二
割
で
あ
る
と
述
べ
た
。

路
上
生
活
者
は
女
性
故
の
理
由
で
５
％
程
度

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
事
態
に

陥
っ
た
原
因
と
し
て
、
氏
は
、
女
性
に
学
歴

は
不
要
だ
と
か
嫁
ぐ
の
で
仕
事
を
し
な
か
っ

た
と
言
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。
こ
の
結
果
、

老
後
に
お
い
て
、
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
し
た
。

　

第
九
項
『
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
人
に
共
通

す
る
生
活
歴
』
で
挙
げ
た
各
要
素
が
次
の
世

代
に
も
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
と
、第
十
項『
貧

困
の
連
鎖
』
で
述
べ
た
。
親
世
帯
が
低
所
得

だ
と
、
学
習
の
機
会
や
出
会
い
の
機
会
が
少

な
く
な
り
、
学
費
を
稼
ぐ
為
に
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
と
、
成
績
不
調
を
も
た
ら
す
。
結

果
、
就
職
に
も
悪
影
響
を
与
え
、
不
安
定
な

就
労
に
つ
な
が
る
。
更
に
結
婚
し
て
子
供
を

産
む
と
、
更
に
貧
困
が
続
き
、
子
育
て
に
悪

影
響
を
与
え
る
と
言
う
一
連
の
流
れ
を
解
説

し
た
。

　

第
十
一
項
『
貧
困
の
正
し
い
理
解
』
に
お

い
て
、
絶
対
的
貧
困
と
相
対
的
貧
困
と
言
う

言
葉
を
紹
介
し
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
後

者
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
歴
史

上
、
見
落
と
さ
れ
て
い
る
、
女
性
や
障
害
者

の
問
題
も
多
い
と
し
て
上
で
、
福
祉
の
世
界

の
考
え
で
は
、
誰
も
が
「
自
分
に
と
っ
て
価

値
あ
る
生
を
生
き
る
自
由
」
を
持
っ
て
い
る

と
述
べ
、
自
分
は
貧
困
の
問
題
に
向
き
合

え
て
い
る
の
か
？
私
に
と
っ
て
の
当
た
り
前

は
、誰
に
と
っ
て
の
当
た
り
前
な
の
か
？
と
、

当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
間
違
っ
て
い

な
い
か
を
振
り
返
る
こ
と
の
大
事
さ
を
訴
え

た
。
又
、
獲
得
資
金
の
多
寡
で
評
価
す
る
の

で
は
無
い
と
言
う
の
が
社
会
福
祉
の
考
え
方

で
あ
り
、
一
人
一
人
に
価
値
が
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
と
語
っ
た
。

　

第
十
二
項
『
貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け
て
』

で
は
、「
権
利
」
を
ど
の
様
に
保
障
す
る
か

福
祉
相
談
、
成
年
後
見
等
の
業
務
を
行
っ
て

い
る
と
語
っ
た
。

　

第
一
項
で
は
、
社
会
福
祉
士
の
定
義
と

現
状
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
社
会
福
祉

士
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
る
国
家
資
格
で
、

２
０
２
１
年
２
月
現
在
で
約
25
万
人
の
登
録

が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
勤
務
先
は
社
会
福

祉
施
設
な
ど
が
約
四
割
強
を
占
め
、
職
種
と

し
て
は
相
談
員
・
指
導
員
が
三
割
強
を
占
め

て
い
る
と
し
た
。
又
、
専
門
職
団
体
と
し
て

国
際
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
連
盟
な
ど
が
あ

に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の
中
で
、
支
援
の
内

容
に
よ
っ
て
、
公
的
機
関
や
市
民
の
ど
ち
ら
、

若
し
く
は
分
担
す
る
の
が
適
切
か
と
考
え
る

こ
と
が
重
要
と
し
た
。
現
実
問
題
と
し
て
、

貧
困
層
に
は
、
権
利
そ
の
も
の
を
理
解
出
来

ず
、
選
挙
制
度
の
こ
と
も
理
解
出
来
て
い
な

い
人
も
い
る
。
そ
う
言
っ
た
状
況
下
で
、
福

祉
の
仕
事
が
ま
っ
と
う
に
出
来
て
い
る
か
と

言
う
視
点
で
、
ど
う
し
た
ら
貧
困
が
解
決
す

る
の
か
を
考
え
る
こ
と
の
大
事
さ
を
訴
え
た
。

　

最
後
に
氏
は
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
の
大
事

さ
と
、
生
き
て
い
る
だ
け
で
素
晴
ら
し
い
と

言
う
こ
と
を
述
べ
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

第
2
回
は
、『
へ
い
あ
ん
後
見
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
代
表
理
事
で
、
社
会
福
祉
士
の

五
百
木
孝
行
氏
を
迎
え
て
、『
権
利
擁
護
に

お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
の
役

割
』
に
つ
い
て
講
演
頂
い
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
京
都
市
職
員
と
し
て
福
祉

業
務
に
22
年
勤
務
し
た
後
、
京
都
刑
務
所
に

て
４
年
間
『
特
別
調
整
』
に
従
事
し
て
い
た

経
歴
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
社
会
福
祉

士
と
し
て
活
動
し
、『
へ
い
あ
ん
後
見
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
２
０
１
７
年
に
開
設
し
、

第
２
回　

３
月
17
日
（
水
）
18
：
30
～
20
：
30

権
利
擁
護
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
の
役
割

 

講
師
：
五
百
木 

孝
行
（
社
会
福
祉
士
・
一
般
社
団
法
人
へ
い
あ
ん
後
見
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）
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る
と
紹
介
さ
れ
た
。

　

第
二
項
で
、
独
立
型
社
会
福
祉
士
と
は
何

か
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
そ

も
そ
も
公
式
な
定
義
が
無
く
、
契
約
に
基
づ

き
対
価
を
得
る
業
で
、
全
国
に
五
百
人
も
い

な
い
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
地
域
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
権
利

擁
護
の
観
点
か
ら
、
成
年
後
見
に
お
い
て
財

産
管
理
も
大
事
だ
が
、
身
上
保
護
の
重
要
性

を
担
う
点
で
重
要
だ
と
し
た
。

　

第
三
項
『
倫
理
綱
領
』
で
は
、
２
０
２
０

年
６
月
に
採
択
（
日
本
社
会
福
祉
士
会
）
さ

れ
た
定
義
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
で
、「
社

会
正
義
、
人
権
、
集
団
的
責
任
、
多
様
性
尊

重
の
諸
原
理
」
を
基
準
と
し
て
実
践
を
行
う

こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

　

四
項『
権
利
擁
護
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
』

で
は
、
ま
ず
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
は
何
か

に
つ
い
て
、
そ
の
定
義
を
説
明
し
た
。
そ
の

中
で
、
一
緒
に
い
る
だ
け
で
救
わ
れ
た
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え

た
。
次
に
権
利
擁
護
に
つ
い
て
、
代
弁
・
弁

護
す
る
支
援
で
は
あ
る
が
、
目
的
は
「
自
己

決
定
の
支
援
」
で
あ
る
と
し
、
世
の
中
も
代

理
代
行
型
か
ら
意
思
支
援
決
定
型
に
移
行
し

て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
幹
と

し
て
憲
法
に
通
じ
る
鋭
い
人
権
感
覚
が
な
い

と
い
け
な
い
と
し
、
個
人
の
意
思
を
尊
重
す

る
こ
と
が
重
要
と
語
っ
た
。
そ
の
上
で
、
本
人

の
意
思
の
実
現
に
、
契
約
が
必
要
と
し
、
社

会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
中
で
、
措
置
か
ら

契
約
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
述
べ
た
。そ
し
て
、

契
約
上
の
自
立
を
実
現
す
る
為
に
も
、
権
利

擁
護
の
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

　

五
項
で
は
、
前
項
で
紹
介
さ
れ
た
社
会
福

祉
基
礎
構
造
改
革
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
経
緯
と
し
て
、
戦
後
の
福
祉
制
度
の
流

れ
を
解
説
し
た
。
大
き
な
変
化
は
社
会
福
祉

事
業
法
か
ら
２
０
０
０
年
の
社
会
福
祉
法
へ

の
（
名
称
変
更
）
改
正
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

従
前
の
措
置
制
度
か
ら
契
約
制
度
へ
の
転
換

が
な
さ
れ
た
と
述
べ
た
。

　

過
去
に
主
流
で
あ
っ
た
措
置
制
度
と
は
、

行
政
の
責
任
で
公
的
な
事
業
者
に
委
託
、
実

施
す
る
制
度
で
あ
り
、
戦
後
社
会
福
祉
の
基

礎
構
造
を
規
定
し
て
い
た
。
根
幹
に
あ
る
国

家
責
任
と
無
差
別
平
等
の
概
念
が
、
現
在
で

は
曖
昧
と
な
り
自
助
が
前
面
に
出
て
い
る
と

し
た
。戦
後
、最
低
限
の
サ
ー
ビ
ス
で
始
ま
っ

た
社
会
福
祉
が
、
高
度
成
長
と
共
に
拡
充
し

た
が
、
石
油
危
機
と
そ
れ
に
関
連
す
る
経
済

変
動
に
よ
り
、
社
会
問
題
の
複
雑
化
が
進
行

し
た
結
果
、
国
民
意
識
の
変
化
を
も
た
ら
し

た
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
改
革
に
よ
り
、
措
置

時
代
か
ら
契
約
時
代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ

た
が
、
応
能
負
担
か
ら
応
益
負
担
へ
の
転
換

は
納
得
出
来
な
い
も
の
と
考
え
る
と
述
べ
た
。

　

六
項
で
、
成
年
後
見
制
度
を
紹
介
し
た
。

こ
の
制
度
に
は
法
定
後
見
と
任
意
後
見
が
あ

り
、ほ
と
ん
ど
前
者
と
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

前
者
の
法
令
上
の
種
類
を
紹
介
し
た
後
、
そ

の
権
限
と
役
割
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
説
明

を
し
た
。
法
律
行
為
が
中
心
で
あ
る
財
産
管

理
と
身
上
保
護
が
重
要
な
役
割
と
し
、
前
者

も
大
事
と
し
つ
つ
、
意
思
決
定
支
援
及
び
身

上
保
護
も
重
視
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
そ
し

て
、
そ
う
言
っ
た
活
動
を
支
援
す
る
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
中
核
機
関
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
そ
の
上
で
、
成
年
後
見
制
度
は
大

き
な
転
換
の
時
期
に
あ
る
と
述
べ
た
。

　

七
項
で
は
、
成
年
後
見
利
用
の
概
要
を
説

明
し
た
。対
象
と
な
る
人
数
（
約
一
千
万
人
）

に
比
し
て
あ
ま
り
に
利
用
者
が
少
な
い
（
約

23
万
人
強
）
現
状
を
語
っ
た
。

　

八
項『
後
見
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
』

で
、医
療
同
意
や
契
約
や
諸
手
続
き
の
申
請
、

財
産
管
理
等
の
活
動
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中

で
、
後
見
人
単
独
で
は
、
出
来
る
範
囲
が
限

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
域
の
関
係
機
関
と

の
連
携
が
大
切
と
述
べ
た
。

　

九
項
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
』
で
は
、

自
己
決
定
の
尊
重
が
、
新
し
い
成
年
後
見
制

度
の
特
徴
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
笑
顔
を
引

き
出
す
働
き
か
け
が
必
須
で
あ
り
、
全
て
の

人
に
自
己
決
定
権
が
あ
る
と
言
う
認
識
が
大

切
と
述
べ
た
。
又
、
自
ら
の
意
思
決
定
が
可

能
と
な
る
様
な
支
援
が
必
要
で
、
契
約
に
お

い
て
本
人
が
理
解
出
来
る
様
な
説
明
を
す
る

重
要
性
を
訴
え
た
。

　

そ
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
全
員
が

自
己
責
任
で
選
択
、決
定
な
ど
が
出
来
な
い
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
生
活
維
持
上
不
可
欠
で

あ
る
と
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
の
役
割
と
必
要
性
が
生
じ
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
結
論
と
し
て
三
つ
を
挙
げ
た
。
一

つ
は
、
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
が
、
超
高
齢

化
社
会
の
進
行
に
よ
り
大
き
な
転
換
点
を
迎

え
て
い
る
こ
と
。
二
つ
は
、
現
在
、
国
が
進

め
て
い
る
「
重
層
的
支
援
体
制
事
業
」
に
お

い
て
、
一
般
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
意

義
は
謳
わ
れ
て
い
る
が
専
門
職
に
よ
る
「
伴

走
支
援
」に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
。
三
つ
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
の
役
割
は
倫
理

綱
領
の
価
値
観
の
も
と
、
公
共
性
の
あ
る
空

間
と
し
て
「
地
域
共
生
社
会
」
を
実
現
す
る

こ
と
だ
と
述
べ
て
講
演
を
終
え
た
。

労働関連法セミナー（2021年3月17日）
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士
の
役
割
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師
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小
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さ
ゆ
り
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

第
3
回
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
小
林
さ

ゆ
り
氏
を
迎
え
、『
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
と

社
会
保
障
、
社
会
保
険
労
務
士
の
役
割
』
と

題
し
て
、
講
演
頂
い
た
。
先
の
二
回
の
セ
ミ

ナ
ー
に
も
参
加
し
て
い
た
氏
は
、「
貧
困
と

労
働
は
切
り
離
せ
な
い
」
と
言
う
中
野
准
教

授
の
発
言
や
、
五
百
木
氏
が
訴
え
た
「
権
利

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
」
か
ら
、
社
労
士
の

業
務
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
切
り
離
せ
な
い

も
の
だ
と
感
じ
た
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
今

回
の
講
演
は
今
ま
で
の
講
演
の
内
容
も
踏
ま

え
て
話
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
氏
は
平
成
22
年
か
ら
31
年
に
か
け

て
、
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
嘱
託
勤
務

を
さ
れ
て
い
た
と
語
っ
た
。
そ
の
中
で
、「
社

会
保
障
に
関
す
る
こ
と
を
、
自
分
も
含
め
、

み
ん
な
よ
く
知
ら
な
い
」
こ
と
に
気
づ
き
、

社
会
保
険
労
務
士
資
格
を
取
得
し
、
更
に
、

困
窮
者
支
援
に
必
要
な
技
能
と
し
て
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
も
取
得

し
た
と
述
べ
た
。

　

第
一
項
に
入
る
前
に
、
氏
は
社
会
保
障
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
便
利
な
図
を
提
示
さ
れ

た
。
第
一
層
に
雇
用
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
働
け
な
く
な
っ
た
為
の
社
会
保
険
が
第
二

層
、
こ
れ
の
受
給
要
件
に
入
ら
な
い
場
合
に

求
職
者
支
援
制
度
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
と
言
っ
た
第
三
層
、
そ
し
て
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活
保
護
で

あ
る
。
こ
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
過
去
か
ら

未
来
へ
と
話
を
進
め
た
い
と
し
た
。

　

第
一
項
『
働
き
方
と
社
会
保
障
の
変
化
』

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
発
生
ま
で
の
経
緯
を
辿

ら
れ
た
。
ま
ず
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し 

て
、
安
倍
内
閣
時
に
働
き
方
改
革
に
代
表
さ

れ
る
施
策
が
出
さ
れ
た
。

一
方
、
こ
の
数
十
年
の
間
に
、
限
定
正
社
員

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
、
働
き
方
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
と
し
た
。
こ
の
働
き
方
改
革

と
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
言
っ
た
制
度

か
ら
労
働
者
保
護
の
様
に
見
え
る
が
、
実
際

は
経
済
対
策
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

政
策
と
し
て
の
最
終
目
的
は
成
長
と
分
配
の

好
循
環
と
言
わ
れ
て
い
る
と
し
た
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
で
あ
る
が
、
大
企
業

と
中
小
企
業
で
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
順
次
施

行
が
進
ん
で
い
る
。
又
、
全
世
代
型
社
会
保

障
改
革
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
た
。

　

こ
の
全
社
会
型
社
会
保
障
改
革
と
は
、
少

子
高
齢
化
等
を
背
景
に
し
て
、
現
役
世
代
の

負
担
を
抑
え
て
、
全
世
代
が
安
心
で
き
る
制

度
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
検

討
会
議
に
お
い
て
、
年
金
、
労
働
、
医
療
、

予
防
・
介
護
に
つ
い
て
議
論
が
進
ん
で
い
た

と
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　

第
二
項
『
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方
と

社
会
保
障
』
で
は
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

資
料
を
も
と
に
説
明
し
た
。
ま
ず
、
休
業
に

関
し
て
は
、
男
性
よ
り
女
性
、
正
規
よ
り
非

正
規
の
方
が
人
数
が
多
い
と
言
う
こ
と
を
グ

ラ
フ
を
参
照
し
て
説
明
さ
れ
た
。
次
に
、
雇

用
調
整
助
成
金
や
休
業
支
援
金
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
後
者
に
関
し
て
受

給
者
が
少
な
い
現
実
を
紹
介
し
、
知
ら
な
い

人
が
多
い
の
で
は
と
指
摘
し
た
。
失
業
に
関

し
て
も
前
述
し
た
様
に
非
正
規
雇
用
者
の
方

が
多
い
こ
と
を
図
表
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
一

方
で
、
企
業
の
倒
産
は
融
資
制
度
等
の
支
援

策
に
よ
り
、
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
し
、
逆

に
本
来
倒
産
し
て
い
る
企
業
も
救
っ
て
い
る

の
で
は
と
疑
問
を
呈
し
た
。
三
つ
目
に
働
き

方
の
変
化
に
つ
い
て
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
」や「
在

籍
型
出
向
」
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
。
前

者
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
に
出
て
き

た
話
で
な
く
、
30
年
程
前
か
ら
動
き
が
あ
っ

た
と
解
説
さ
れ
た
。
四
つ
目
に
社
会
保
障
と

し
て
、
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
・
傷
病
手
当

金
の
現
況
に
つ
い
て
述
べ
た
。
五
つ
目
の
給

付
金
に
関
し
て
は
新
し
い
制
度
と
し
て
紹
介

さ
れ
、
六
つ
目
の
貸
付
は
特
例
と
し
て
動
い

て
い
る
と
述
べ
た
。

　

第
三
項
『
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
と
社
会
保

障
』
で
は
、
未
来
に
つ
い
て
語
っ
た
。
様
々

な
法
令
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
推
進
は
今
後
も
続
く
と
述
べ
た
。
又
、

令
和
2
年
12
月
の
「
全
世
代
型
社
会
保
障

改
革
の
方
針
」
は
幾
分
薄
く
感
じ
る
が
、
今

後
も
変
わ
っ
て
い
く
流
れ
に
変
わ
り
な
い
と

語
っ
た
。

　

第
四
項
『
貧
困
と
労
働
、
社
会
保
障
』
で

は
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
の
思
い
を

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
の
い
る

世
帯
、
特
に
母
子
世
帯
は
稼
働
所
得
が
少
な

く
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
が労働関連法セミナー（2021年3月24日）
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多
い
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点

で
あ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
策
は

生
活
か
ら
就
労
、
経
済
的
支
援
と
幅
広
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

第
五
項
『
地
域
共
生
社
会
』
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に
も

な
っ
て
い
る
言
葉
で
、
政
策
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
と
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
縦
割
り
の

脱
却
、
予
算
運
用
の
し
や
す
さ
等
の
利
点
が

あ
る
と
述
べ
た
。
過
疎
化
や
八
〇
五
〇
問
題

と
言
っ
た
複
合
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
必
要
な
施
策
で
あ
る
と
実
践
例
を
紹
介

す
る
一
方
で
、「
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
」
存

在
で
あ
る
困
窮
者
が
実
際
に
支
援
の
仕
組
み

に
つ
な
が
り
救
わ
れ
る
の
か
と
言
う
点
に
つ

い
て
は
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。

　

第
六
項
『
社
会
保
険
労
務
士
の
役
割
に
つ

い
て
考
え
る
』
で
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の

仕
事
と
し
て
、
事
業
の
健
全
な
発
達
と
労
働

者
等
の
福
祉
の
向
上
の
二
つ
を
挙
げ
た
。
後

者
に
お
い
て
貧
困
問
題
が
関
わ
っ
て
く
る
点

で
、
貧
困
問
題
と
社
会
保
険
労
務
士
の
仕
事

は
切
り
離
せ
な
い
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、

貧
困
に
陥
ら
な
い
社
会
へ
の
条
件
を
提
示
し

た
。
一
つ
は
、
生
活
を
維
持
出
来
る
程
度
に

賃
金
を
得
ら
れ
る
こ
と
。
二
つ
は
、
働
け
な

い
人
へ
の
保
障
が
生
活
を
維
持
出
来
る
程
度

に
あ
る
こ
と
。
三
つ
は
、
そ
う
言
っ
た
情
報

が
理
解
出
来
る
形
で
届
く
こ
と
だ
と
し
た
。

特
に
現
在
の
社
会
で
は
社
会
保
障
に
関
す
る

情
報
が
十
分
に
届
い
て
い
な
い
の
で
は
と
指

摘
し
た
。

　

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
制
度
が
あ
る
か

ら
大
丈
夫
と
言
う
訳
で
は
な
い
。
現
に
こ
れ

ま
で
の
歴
史
で
景
気
が
良
く
て
も
貧
困
は
な

く
な
っ
て
な
か
っ
た
と
こ
と
を
第
一
回
講
演

で
学
ん
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
社
会
保
険

労
務
士
の
役
割
を
述
べ
た
上
で
、こ
れ
ら
が
、

貧
困
問
題
や
権
利
擁
護
に
関
わ
っ
て
い
る
と

し
た
。
そ
し
て
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
り
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
送
る
権

利
、
ま
た
社
会
保
障
制
度
を
知
る
こ
と
に
よ

り
制
度
の
在
り
方
を
考
え
、「
声
を
上
げ
る
」

権
利
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
し
た
。

　

一
方
で
、
社
会
保
険
労
務
士
も
生
活
が
あ

る
の
で
、
仕
事
を
成
立
さ
せ
な
い
と
い
け
な

い
と
し
た
上
で
、
両
立
す
る
方
法
を
考
え
な

い
と
い
け
な
い
と
述
べ
、
講
演
を
終
え
た
。

労 働 関 連 法 教 育 事 業 報 告

　今年度も緊急事態宣言下で始まり、昨年度から制作していた紙芝居による授業や、寸劇のビデ
オ撮りによる授業、教員のみの寸劇による授業など、新たな方法も取り入れ実施しました。授業
内容変更の対応に追われ、反省点や改善点もありましたが、講師の臨機応変な対応力で中止され
ることなく実施ができました。秋以降の実施もコロナ対策をしながら対応していきたいと思います。
 （杉原　純子）

番号 学校名 対象者 実施日 テーマ 講　師 人　数 コマ数

1 府立洛東高校 3年生 6月4日 働き続けるために知っておきたいこと 田中・杉原 217 2

2 府立東稜高校 3年生 6月4日 働き続けるために知っておきたいこと 山崎 218 1

3 府立東稜高校 3年生 6月11日 働き続けるために知っておきたいこと 山崎・西野 218 2

4 府立北稜高校 3年生 6月17日 働き続けるために知っておきたいこと 小松・小林 256 2

5 府立山城高校 3年生 6月23日 働き続けるために知っておきたいこと 小松・小林 360 1

6
府立八幡高校
北キャンパス

３年就職希望者 6月25日 働き続けるために知っておきたいこと 山崎・杉原 45 1

　 　 　 　 　 1314 9
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み
ち
の
く
に
病
む
母
上
に

　

い
さ
さ
か
の
胡
瓜
を
送
る

　

障
り
あ
ら
す
な

　

�

『
赤
光
』
斎
藤
茂
吉　

　

母
を
想
う
句
の
中
で
も
、
最
も
古
く

か
ら
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
こ
の
句
。
い
や
、
昨

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
故
里
が
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
「
障
り
あ

ら
す
な
」
の
思
い
は
、
親
で
な
く
と
も
、

兄
妹
や
友
人
へ
も
届
け
た
い
思
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
近
年
。

　

こ
の
春
、
大
阪
に
住
ん
で
い
れ
ば
連

日
の
多
く
の
感
染
者
、
死
者
、
そ
し
て

崩
壊
の
危
機
と
い
う
医
療
機
関
の
報
道

に
、
他
府
県
の
知
人
か
ら
は
憂
慮
と
脅

威
の
言
葉
を
受
け
る
ば
か
り
。

　
「
帰
っ
て
こ
な
く
て
い
い
か
ら
」
と
、

故
郷
の
年
末
年
始
、
春
の
花
見
も
な
く
、

今
は
さ
し
せ
ま
っ
た
五
輪
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
の
折
り
合
い
の
悪
さ
に
辟
易
す
る

日
々
。

　

さ
て
、
自
分
も
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
済
ま
せ
た
も
の
の
、
何
が
で
き
る
の
か
。

こ
こ
ま
で
の
悪
あ
が
き
と
脱
力
感
を
覚
え

れ
ば
、
カ
ゴ
の
扉
が
開
い
た
も
の
の
、
外

界
へ
飛
び
だ
す
と
ま
ど
い
に
翼
が
広
げ
ら

れ
な
い
。

　

や
ま
ひ
よ
り
癒
え
た
る
吾
は

　

こ
こ
ろ
楽
し

　

昼
ふ
け
に
し
て
紺
の
最
上
川

　

�

『
白
き
山
』　

斎
藤
茂
吉　

　

最
上
川
は
茂
吉
の
ふ
る
さ
と
の
川
、
青

空
を
映
し
て
流
れ
る
水
面
に
、
心
を
遊
ば

せ
る
喜
び
に
満
ち
た
真
昼
。
共
に
緑
の
川

辺
に
立
ち
た
い
が
、
ウ
ィ
ル
ス
は
変
異
す

る
相
手
、
今
の
抗
体
と
や
ら
が
ど
こ
ま
で

障さ
わ

り
あ
ら
す
な
…

身
を
守
っ
て
く
れ
る
の
か
、
短
い
老
い

先
に
不
安
が
消
え
な
い
。

　

あ
か
あ
か
と

　

一
本
の
路
と
ほ
り
た
り

　

た
ま
き
は
る
我
が
命
な
り
け
り

　

�

『
あ
ら
た
ま
』　

斎
藤
茂
吉　

　

野
道
に
続
く
ま
っ
す
ぐ
な
一
筋
の
道
。

今
、
我
が
命
の
残
照
は
あ
か
あ
か
と
照

ら
さ
れ
て
い
る
が
、
先
へ
逝
っ
た
人
々

の
長
い
影
が
そ
こ
か
し
こ
に
差
し
入
り
、

懐
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
い
と
お
し
む
我
が
命
で
は
あ

る
が
…
。

　

こ
の
時
期
、「
近
親
者
で
済
ま
せ
ま
し

た
」
と
人
伝
て
に
き
く
訃
報
に
接
す
る

と
、
か
の
人
の
享
年
を
数
え
、
出
会
っ

た
日
々
の
断
片
を
繰
り
、
ふ
っ
と
わ
が

肩
に
置
か
れ
る
手
を
感
じ
る
。
あ
り
が

と
う
…
返
す
言
葉
は
そ
れ
し
か
な
い
。

　

弟
と
相
む
か
ひ
ゐ
て
も
の
を
言
う

　

互
か
た
みの
こ
ゑ
は

　

父
母
の
こ
ゑ

　

�
『
白
桃
』　

斎
藤
茂
吉　

（夏）

あ
っ
た
か
歳
時
記

上
　
野
　
　
都

　

久
し
ぶ
り
に
兄
と
弟
が
会
っ
た
。

　

兄
弟
の
父
母
は
す
で
に
亡
く
、
弟
と

相
向
か
い
、
昔
の
話
な
ど
す
れ
ば
兄
は

弟
の
声
に
父
母
を
感
じ
る
。
幼
い
頃
共

に
過
ご
し
た
家
、
団
ら
ん
の
ひ
と
時
、

い
つ
か
し
ら
刻
み
込
ま
れ
た
故
郷
の
な

ま
り
。
じ
わ
り
と
兄
と
弟
の
あ
い
だ
で

血
の
え
に
し
を
感
じ
る
と
き
、
弟
も
や

は
り
兄
の
な
か
に
父
母
を
想
い
、
兄
を

慕
う
。

　

こ
ん
な
何
人
に
も
か
え
が
た
い
時

を
、
今
年
の
お
盆
は
故
里
で
過
ご
せ
る

だ
ろ
う
か
。

　

老
い
た
人
た
ち
に
感
染
さ
せ
て
は
す

ま
な
い
か
ら
と
、
互
い
の
声
ば
か
り
を

届
け
合
っ
た
切
な
い
我
慢
の
夏
は
、
も

う
終
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

最
上
川
の
上
空
に
し
て
残
れ
る
は

　

い
ま
だ
う
つ
く
し
き

　

虹
の
断
片

�

『
白
き
山
』　

斎
藤
茂
吉　

　

虹
の
か
け
ら
…
う
っ
す
ら
と
消
え
残

る
七
色
の
橋
を
、
あ
の
故
里
の
空
に
掛

け
て
お
き
た
い
夏
だ
。
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本誌責任編集　半田敏照

五条駅

花屋町通

下珠数屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（坂口ビル）

●お問合せ時間　月・火・金／10：00～16：00
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

認定特定非営利活動法人　あったかサポート事務局 半
はん

田
だ

敏
としてる

照（当法人・副理事長兼事務局長）

■ご相談とお問合せ TEL 075-352-2640　FAX 075-352-2646

HP http://attaka-support.org/　E-mail attaka-support@r6.dion.ne.jp

年会費納入と寄付金のお願い
私たちは、労働と社会保障の課題解決を軸に、共生の思想のもと、共助の視点に立って「あったか社会」の創造を目指します。
当法人の活動にご理解を賜り、本年度も引き続き年会費納入と寄付金をお願いいたします。会員の種類と会費は以下の通りです。

　①　正会員は、　 年間１口  5, 000 円です。個人会員で総会の議決権を有します。
　②　賛助会員は、年間１口  3, 000 円です。個人及び団体会員で議決権はありません。
　③　協力会員は、年間１口 10, 000 円です。専門的立場から協力する個人及び団体会員で議決権はありません。

＊なお、寄付金については金額の定めはありません。
＊当法人への寄付金、賛助会員会費、協力会員会費は寄付金控除に利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→認定特定非営利活動法人 あったかサポート

★ 

あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
第
16
回
総
会
は
去
る
６
月
６
日
、
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

★ 

節
目
と
な
っ
た
昨
年
の
第
15
回
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
総
会
は

中
止
に
な
り
、
２
年
振
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
早
々
に
開
催
日

程
を
決
め
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
京
都
に
も
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置

が
出
さ
れ
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
万
全
の
感
染
対
策
を 

し
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

★ 

今
総
会
は
、
笹
尾
達
朗
常
務
理
事
が
亡
く
な
り
、
ま
た
、
13
年
間
当

法
人
の
発
展
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ま
し
た
澤
井
勝
理
事
長
も 

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
理
事
長
、
常
務
理
事
が
交
代
す
る
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

★ 

今
号
は
、
新
理
事
長
の
挨
拶
、
新
役
員
体
制
の
紹
介
、
２
０
２
１
年

度
事
業
計
画
、
中
島
光
孝
弁
護
士
の
講
演
、
笹
尾
さ
ん
お
別
れ
会
の

写
真
集
と
総
会
報
告
を
中
心
に
紙
面
を
構
成
し
ま
し
た
。

★ 

ま
た
、
秋
季
労
働
関
連
セ
ミ
ナ
ー
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
働
き
方
へ
の
影
響
と
セ
ー
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現

実
と
既
存
の
セ
ー
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
ど
う
機
能
し
て
い
る
か
、
雇
用
、

失
業
、
就
労
の
面
か
ら
考
え
る
企
画
で
す
。
参
加
料
は
無
料
で
対
面

と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で
開
催
し
ま
す
。

★ 

事
務
局
の
運
営
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
、
事
務
員
は
雇
用

せ
ず
、
半
田
が
事
務
所
に
詰
め
ま
す
。
勤
務
は
、
月
・
水
・
金
の 

10
時
～
16
時
で
す
。
ご
用
の
方
は
こ
の
曜
日
と
時
間
帯
に
ご
連
絡 

く
だ
さ
い
。（
な
お
、
お
越
し
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。）

★ 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
澤
井
理
事
長
に
は
長
い
間
重
責
を
担
っ
て

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て 

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
半
田
敏
照
）
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